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２３日は卒業証書授与式、２４日は修了式となり、１年間を終えることとなります。学校は、家庭・

地域と連携し、より高い教育効果を上げることができます。保護者の皆様、地域の皆様に支えられ、今

年度を無事終えることができます。皆様の温かなご協力を心より感謝いたします。本当にありがとうご

ざいました。４月からの新年度も、変わらないご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。

３月１５日(火) ６年生奉仕作業
６年生が、６年間お世話になった学校に感謝する気持ちを表す奉仕作

業を行いました。教室、ろうか、階段、トイレ等、一生懸命作業に取り

組み、とてもきれいになりました。さすがに６年生の働きはすばらしく、

気持ちよく卒業式の日を迎えることができます。ごくろうさまでした。

３月１６日(水)卒業証書授与式予行練習
本当の卒業証書授与式のような緊

張感をただよわせ、予行練習を行い

ました。およそ１時間20分間、６

年生はもちろん、４年生、５年生も

しっかりとした態度で練習できまし

た。これからまた、少々細かな部分

を修正し、当日を迎えたいと思いま

す。真剣な態度で練習する西小の子

どもたちは、本当にすばらしいです。

予行練習後に、６年生のみの表彰を行いました。これが，６年間で最後の表彰です。

○みんなにすすめたい一冊の本推進事業

・県知事賞 岩田真綾 有田祐樹 菅原夢叶

成毛ひかり 根本大夢 宮内芽瑠

・県教育長賞 石毛 星 井上蘭虎 古田原弥咲 菅谷莉奈 髙野琴子

知念大士 長澤彩乃 細谷陽介 宮崎一真 横山美友

渡邊健斗 石﨑祐輝 笹沼恵美 横山あみ

○皆勤賞(６年間欠席０、遅刻早退４回以内)

大関航生 美山緋里 菅谷莉奈

○精勤賞(６年間で欠席６日以内、遅刻早退３回で１日欠席相当とする)

今泉新太 石毛友麻 大塚楓子 蒲田京佳 北島陽花

木之内七海 清水若菜 木村友香 山中美空



３月１４日(月) 学校保健委員会
講話 ｢子育てについて考える ～子どもの変化のとらえ方～｣
あきら医院 医療相談室室長 畠中時子先生
畠中先生から、小学校時代の子どもの変化のとらえ方と子ども

への対応の仕方をお話しいただきました。詳しくは、学校保健委

員会だよりをご覧いただきたいと思いますが、子どもの気持ちの

受け止め方や話をきちんと聞くことの大切さを教えていただきま

した。

また、最後に２人組になり、互いに話を聞く体験を行いました。

話しかけても無視される体験ときちんと話を聞いてもらえる体験

を行い、話を聞いてもらえない寂しさ、聞いてもらえるうれしさ

を体験しました。大人でもこのように感じるのです。子どもにき

ちんと向き合い話を聴くことは本当に大切なことだと思います。

＜畠中先生の資料から＞

校長室の雑談の中で出たお話ですが、近年「ゲーム脳」や「ネット依存」が子どもたちの間で大変問

題になっているということです。また、ゲームの中では人が死んでも簡単にリセットし生き返るという

ことを繰り返していく中で、命の尊さ、死の重さを感じられないようになっているのではないかという

ことです。それをセーブできるのは、家庭しかありません。ぜひ家庭の中でゲームの約束をつくってく

ださい。それを守ることで、子どもたちの自律性を育成することにもなります。

春休みは、陽気もよくなり子どもたちも開放的な気持ちになるときです。規則正しい生活、交通安全

等に気を付けて、４月にまた元気な子どもたちと出会えるようよろしくお願いいたします。

・早寝早起き朝ごはん～規則正しい生活をする。

・交通安全～絶対に飛び出しをしない。自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶる。

・不審者の対応～絶対についていかない。

・お金の使い方～むだづかいをしない。金銭や物の貸し借りをしない。

・今まで学習したことを復習する。

※新６年生は、４月１９日に全国学力学習状況調査(国・算)があります。

５年生学びの広場 ３月25日・2８日 8:30～10:05
※詳しくは、春休みのしおりをご覧ください。

４月から登下校時にヘルメット着用になります。
以前からお知らせしていたとおり、４月からヘルメット着用の登下校になります。１年から５年

生には３月中に配布いたしますので、始業式から着用するようにお願いいたします。新入生には入

学式に配布します。なお、自転車に乗るときも、使用できますので活用ください。

健康で安全な生活を送り、４月、元気なスタートをしよう

話を聞き終わる前にも聞き終わってからも

言ってはいけない言葉

・それはあなたが悪いでしょう。

・それは先生が悪いでしょう。

・それは友達が悪いでしょう。

親は意見でなく気持ちを受け止める。

・本人がそのことについてどう思ったのか，

どう感じたのか、ゆっくり冷静に聴くこと、

そしてそのことをどうしたいのかを丁寧に

聴くこと

できればこんなふうに

そうか、ちゃんと頑張ったのに

できなかったんだ。残念だったね。

うまくいかないこともあるけれど、

頑張ったんだからよいと思うよ。


